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第２学年 算数科学習指導案 
場 所 大会議室 

                           児 童 男２１名 女１４名 計３５名 
                           指導者 沼川 卓也 
１ 単元名 

   100より大きい数を調べよう 

２ 単元の指導構想 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 指導にあたって 

  そこで，新しい算数を創造する子供を育むために，その実現に向けて，以下のような手立てをとる。 

視点１ 教科等間の『考えるための技法』の活用・発揮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

視点２ 深い学びの実現に向かう単元構成 

手立て①単元末の新しい算数を創造する姿を明確にする。 

子供が既習に帰着しながら統合・発展させて数を拡張することができるようにする。そのための単元を

構成する上で，まず単元末の新しい算数を創造する子供の姿を明確にする。 

＜問題＞３つの数ア,イ，ウがあります。イとウの十の位の数はわかりませんが，イの数の方が１番大きいことがわかり

ます。そのわけを説明しましょう。 ア.５０３ イ.５□８ ウ.■９ 

 
 

〔算数科〕 
 100 より大きい数の数え方や計算方法と，100
までの数の数え方や計算方法とつなげて，数を捉

える。（なぜ，このような数え方や計算方法をし

たのかを問う。） 

＜深い学びの姿＞ 

 100 より大きい数になっても，既習の100より小

さい数と同じようにまとまりに着目して数えたり，

既習の計算に帰着して計算したりすることができ

ると考え，数の構成と表し方を捉える姿 

学習指導要領 

４位数までの数の表し方の

理解と既習である２位数同士

の計算に帰着し，十進位取り記

数法に基づいた計算の意味を

捉える。 

 

子供の経験 

身長,人数，金額，図鑑のページ数等，身

の回りで１００より大きい数を見たり聞い

たりしている経験はある。しかし，数の構成

等の意味の理解が伴わず，漠然と大きい数

を捉えている。 
 

子供の資質・能力 

複数の異なる考えを比較したり，既習の

単元の考え方と未習の考え方を関連付け

たりして，生活経験や 100 までの数の構成

や大小の仕組みに基づいて新たな解決方

法を創造する価値を見出している。 

学習の系統性 

（学習前） 

【１学年】 
・120 程度までの

数（数直線による

大小比較） 
・簡単な場合の２

位数の加減法 
【２学年】 
・２位数同士の加

減法の筆算（一の

位の繰り上がり,
繰り下がり） 
 

学習の系統性 

（学習後） 

【２学年】 
・長い長さ（１ｍ＝1000cm） 
・２位数同士の加減法（十の位

の繰り上がり,繰り下がり，波

及的繰り上がり,繰り下がり） 
・５位数までの数 
・九九 
【３学年以降】 
・４位数以上の整数の理解 
・小数，分数に数の範囲を拡張 
・整数,小数,分数の加減乗除法 
 

単元について 

本単元は，身近な事象の中で，1000 までの数をブロック操作

や 10 や 100 のまとまりで数を既習である 120 程度までの数と

同様に数えたりブロックで表したりする活動を通して，既習の

数の仕組みに帰着して統合的・発展的に大きい数の仕組みを捉

え，実感を伴って数の構成や大小を捉えることができる単元で

ある。また，数が拡張されても数の数え方と同様に加減法の計算

の仕方も同じようにできる等，未習の内容でも既習に帰着しな

がら統合的・発展的に捉えることができる単元でもある。 
そこで，単位時間や単元において問題解決することができた

結果だけではなく，問題解決の過程を適宜振り返り，既習に帰着

して統合的・発展的に考える価値を実感できるように単元を構

成していく。 

〔国語科〕 
 たんぽぽのちえを明らかにするに

は「ちえ」と「わけ」の説明の順序に

着目して読んだことと，１年生のと

きに学習した自動車くらべの時も自

動車の特徴を明らかにするには「つ

くり」と「はたらき」の説明の順序に

着目して読んだことをつなげて，説

明の順序を考え内容の大体を捉え

る。（なぜ，順序に着目して読んだか

を問う。） 
 

〔生活科〕 
 野菜の育て方と，１

先生のときに学習した

あさがおの育て方をつ

なげて，植物の成長の

様子や育て方を捉え

る。 
（なぜ，このような育

て方をしようと考えた

のかを問う。） 
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＜解決方法，思考の流れ＞ウは百の位がなく，２けたの数だから１番小さい。アとイをくらべると，数直線では２つとも

500 より右側になる。アは１とびの数直線だと３めもり分。（500＋３）イは１とびの数直線だと十の位はわからないけど

８めもり分。（500＋８）右側にある方が大きい数になるから，イが１番大きい。 

＜単元を通した振り返りの姿＞・数が大きくなっても数え方や調べ方（たし算の見方,ひき算の見方,１０をもとにする見

方，数直線で確かめる）は同じようにできるとわかった。もっと数を大きくしても数え方や調べ方は同じか調べたい。 

これは，新しい算数の創造につながる問題，解決方法，思考の流れ，そして単元を通して新しい算数を

創造した姿である。そして，これをもとに，本単元で成長させていく数学的な見方・考え方である「100の

まとまりと10のまとまりとバラに着目して数を捉えること」「既習の加減法の意味や計算の仕方に帰着す

ること」を働かせる指導計画を構成することにより，資質・能力が育成されていくと考える。 

手立て②単元末の姿から逆算し配列や時数を調整し，数学的な見方・考え方を働かせる数学的活動を位置付ける。 

本単元では，前述した単元末の姿に迫り，既習に帰着して数を捉えたり計算したりして子供自身が問い，

単元を展開できるようにする。また，本単元ではもちろんのこと，６年間の算数科において，計算の意味

や計算の仕方を考えたり説明したりするときの拠り所となる数直線の活用の指導を大切にする。 

そのために，本校の指導計画上では，数直線の扱いの時数３時間（第6,7,8 時）であるが，単元を通し

て第１時から数直線を扱っていく。子供の実態や子供の思いや願いに応じて配列や時数を調整し，量感を

伴った数直線を作成して動作を伴いながら数を捉える活動や，１めもりが１でない数直線を既習に帰着し

てよむ活動等，数直線を用いて数を実感する活動を位置付けていく。 

視点３ 単位時間の考える活動の充実 

手立て①単位時間の新しい算数を創造する子供の姿を焦点化し本時のねらいを明確にする。 

子供の自然な文脈の中で子供が既習に帰着しながら統合・発展させて数を拡張することができるように，

子供の「1000より大きい数を調べたい」「数の線は，１めもりが10のものもあったから100のものもある

ではないか」等の問いや気付き，誤答や疑問をもとにして，課題を設定する。その際には，常に単元末の

新しい算数を創造する姿に立ち返りながら，指導計画との整合性を調整したり修正したりして，本時にお

いて新しい算数を創造する子供の姿に迫るための課題や数学的活動を精査し，本時のねらいを明確にする。  

手立て②ねらいに迫る数学的な見方・考え方を働かせた数学的活動を通して新しい算数の創造を促す。 

単位時間のねらいに迫る数学的な見方・考え方を働かせて，前単元と同様に既習に帰着して数を拡張す

る等，新しい算数を創造し問題解決をすることができるようにする。そのために，前単元で働かせた場面

と同様の発問や板書，問題提示等を用いて，同構造で学習を展開する。 

手立て③次時の新しい算数の創造につながる本時の姿を振り返りで価値付ける。 

 新しい算数の創造が，単元を通して積み重なり深まっていることを子供自身が自覚できるようにする。

①前の学習と比べたりつなげたりしてよかったことは何か，②さらに学習してみたいことは何か，の２点

について学習感想を書くことを促し，統合的・発展的に本時の学びを振り返っている子供の学習感想を全

体に紹介し価値付けていく。また，板書に基づいて新しい算数を創造できた部分を明示的に振り返ったり，

本時で新しく算数を創造できたことを自覚できるような問題を終末で解いて振り返ったりする等，実態に

応じて振り返りの方法を取捨選択して促す。 

４ 単元の指導計画 

（１）目標 

・  ４位数までの数について，数を数えたり，数を読んだり書いたりして数の構成や大小などを理解する

ことができる。                                 【知識及び技能】 

・  既習の計算の仕方を生かして簡単な場合の３位数などの加減計算ができる。    【知識及び技能】 

・  既習の十進位取り記数法に基づく数の表し方から，４位数までの数の数え方や読み方，書き方などを

考え，表現することができる。                   【思考力，判断力，表現力等】 

・  10や 100を単位とする見方や数の構成，既習の計算を活用して，簡単な場合の３位数などの加減計算

の仕方を考え，表現することができる。               【思考力，判断力，表現力等】 

・  10や 100ずつまとめて数えることのよさや十進位取り記数法のよさに気付き，ものの個数を数えたり

表したりしようとする。                      【学びに向かう力，人間性等】 

・  ３位数の構成をもとに，４位数の数の見方や計算の仕方に活用しようとしている。 

【学びに向かう力，人間性等】 

（２）評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①４位数までの数について，十進位取り記

数法に基付く数の構成や大小，数の相対的

な大きさを理解し，数を書いたり読んだ

り，数や式の大小・相等関係を，不等号や

等号を用いて表している。 

①10 や 100 のまとまりに着目し，十進位取

り記数法の仕組みを考え表現したり，数を

相対的な大きさから捉えたりしている。 
 
 

①10 や 100 のまとまりに着目して数を調

べた過程や結果を振り返り，身の回りにあ

るものの個数や順番に親しみ，日常生活の

算数を見出している。 
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②簡単な場合の３位数の加減計算を確実

に求めている。 

②答えが100までの加減法と答えが1000ま

での加減法の計算の仕方を関連付けて，ブ

ロックや図で説明している。 

②加法及び減法が用いられる場面の数量

の関係を具体物や図などを用いて友達の

意見と比べながら考えようとしている。 

 

（３）指導計画（１２時間） 
段

階 
「子どもの思い・願い」 

主な数学的活動（教科書） 
指導の手立て 

考えるための技法 

数学的な見方・考え方 

評価規準（評価方法） 

・指導 ○記録 

知技 思判表 主体 
１ 「100 より大きな数を調べたら数の線で確認すればわ

かる」 

「もっと大きい数を調べたい」 

３位数を 100 や 10 のまとまりとばらに着

目して数えたり，位取り表にブロックで表

したりする。（p.52〜54） 

 数の数え方や表し方は数が

大きくなっても既習の十進位

取り記数法に基づいて実感を

伴って数を捉えることができ

るように，百玉そろばん，ば

らブロック，10や100のまと

まりカード，数直線，位取り

表を用いて数を唱えたり，数

の大小を比べたりするように

促す。 

比較する 

（100 より大きい数の数え

方，表し方） 

 

 

・知① 

（ノート

分析） 

 ・主①

（ノート

分析） 

２ 「100 より大きい数を読んだり書いたりして調べた」 

「もっと大きい数を読んだり書いたりして調べたい」 

３位数を数直線や位取り表で確認しながら

読んだり書いたりする。（p.55） 

関連付ける 

（100 までの数の数え方，表

し方） 

・知① 

（ノート

分析） 

  

３ 「１つの数を調べるときにはたし算の見方が使える」 

「１つの数はひき算の見方は使えるかな」 

３位数を位取り表や数直線と比較しなが

ら，たし算で表す。（p.56〜57） 

位の数に着目してたし算や

ひき算の見方で数を捉えるこ

とができように，位取り表や

数直線での数の表し方を比較

するように促す。 

比較する 

（２位数のたし算） 

 

・知① 

（ノート

分析） 

  

４ 「１つの数を調べるときはひき算の見方が使える」 

「もっといろいろな見方をしてみたい」 

３位数を位取り表や数直線と比較しなが

ら，ひき算で表す。(p.56〜57） 

比較する 

（２位数のひき算） 

・知① 

（ノート

分析） 

  

５ 「１つの数を調べるときは 10 をもとにする見方が使

える」 

一の位が 0 である３位数を位取り表や数直

線と比較しながら，10 をもとにして表す。

（p.58） 

数の相対的な大きさを捉え

ることができるように，硬貨

の両替の枚数に着目するよう

に促す。 

比較する 

（繰り上がりのたし算） 

・知① 

（ノート

分析） 

  

６ 「数の線はどの見方で調べたかすぐにわかるね」 

「もっと数を大きくした数直線を使って数を調べた

い」 

３位数を１めもりが異なる数直線上でいろ

いろな見方で表す。（p.59） 

 数直線の仕組みは既習の学

習と同じであることを理解で

きるように，同構造で問題を

提示する。 

関連付ける 

（100までの数の数直線） 

・知① 

（ノート

分析） 

  

７ 「1000 を色々な見方を使って調べることできた」 

「他の数も色々な見方を使って調べてみたい」 

1000 の構成を数直線と比較しながら，いろ

いろな見方で表す。（p.60） 

数を学習してきた見方で捉

えることができるように，単

元を通して活用してきた数調

べカードを用いて数直線上で

数を表したり，動作で数の構

成を表したりするように促

す。 

比較する 

（たし算の見方，ひき算の見

方，10をもとにする見方） 

 

・知① 

（ノート

分析） 

  

８ 

本

時 

「他の数も色々な見方を使って調べることができた」 

「もっと大きい数も色々な見方を使って調べたい」 

1000 程度の数の構成を数直線と比較しなが

ら，いろいろな見方で表す。（p.61） 

 ○思① 

（ノート

分析 ,行

動観察） 

 

９ 「100 より大きい数のたし算やひき算は今までの見方

や数の線を使ったらわかる」 

「もっと大きい数のたし算やひき算をやってみたい」 

100 より大きい数の加減法を既習の計算に

帰着して説明する。（p.62〜63） 

 既習の計算に帰着して説明

できるように，100 までの数

と100より大きい答えが10倍

の関係である問題を提示し関

係を捉えるように促す。 

関連付ける 

（100までの数の加減法） 

 ○思② 

（ノート

分析 ,行

動観察） 

・主②
（ノート

分析） 

10 「数の大きい小さいを表すとき＜＞の記号は便利だな」 

「もっと＜＞を使ってみたい」 

100 より大きい数の大小関係を不等号を用

いて説明する。（p.64） 

 不等号で表すことのよさを

実感できるように，あえて言

葉で数の大小関係を示す表現

をしたものと比較することを

促す。 

比較する 

（不等号を用いない大小関

係の表し方） 

・知① 

（ノート

分析） 

  

11 「式の大きい小さいを表すときも＜＞の記号は便利だ

な」 

「これからもも，もっと＜＞を使ってみたい」 

100 より大きい数の式の大小関係を不等号

を用いて説明する。（p.65） 

既習と関連付け，不等号は

数の大小関係と同じように式

の大小関係を表すことができ

るよさを実感できるように，

あえて言葉で式の大小関係を

示す表現をしたものと比較す

ることを促す。 

関連付ける 

（不等号を用いた数の大小

関係の表し方） 

・知① 

（ノート

分析） 

  

12 「習った学習につなげると新しいこともわかる」 

「2000 より数が大きくなっても，この学習は使えそ

う」 

単元の学習を日常生活に活用して，問題を

解決する。（p.66〜67,128） 

既習の数の調べ方は数が大

きくなっても使えたことを実

感できるようにするために，

単元の板書や壁面の学習の足

跡で学習の蓄積を示し，ノー

トでの振り返りを促す。 

関連付ける 

（100までの数の調べ方） 

○知②  ○主①

○主② 

 

 

100,10 のまとまり ばら 
百,十,一の位 

 
 

v 

たし算の見方（合成） 
 

v 

v 

ひき算の見方（分解） 
 

10 をもとにする見方 
（相対的な大きさ） 

 

100 をもとにする見方  
（相対的な大きさ） 
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５ 本時の指導計画  

（１）目標 1000 程度の１つの数について，数直線を使って数の構成を多面的に説明することができる。

【思考力，判断力，表現力等】 

（２）評価規準 

おおむね満足 努力を要する児童への支援 

1000 程度のある１つの数を，今まで学習してきたた

し算の見方，ひき算の見方，10をもとにする見方等のい

ろいろな見方のうち２つ以上の見方で捉え，数直線で説

明している。【思考・判断・表現】 

 前時の 1000 の数直線を読んだ活動や既習

の数を調べる見方を想起できるように，どの

見方をして考えようとしているのか問い，ノ

ートで振り返るように促す。 

（３）展開              

段階 主な学習活動・学習内容 教師の支援（◇評価） 資料等 

導
入 

１ 問題提示 

問題  

数の線のめもりにある数□を調べよう。 

 

 

 

２ 課題把握 

 

 

・ 数直線上の様々な数の中の１

つの数である□として一般化

して課題把握できるように，□

に当てはまる数を問う。 

・ 既習の数の見方（合成，分解，

相対）を想起し，１つの数を既

習の数の見方で多面的に説明

できるのではないかという課

題意識を高めるために，既習の

数の調べ方を問う。 

・数直

線 

(
 

10 

分)
 

展
開 

３ 自力解決 

・ たし算の見方 900＋80＝980 

・ ひき算の見方 1000-20＝980 

・ 10 をもとにする見方 10 が 98個で 980 
 
４ 学び合い 

・ たし算の見方 970＋10＝980 

・ ひき算の見方 990-10＝980 

・ 100 をもとにする見方だと10が 90個で 

900 までできた。 
 

５ 検討を加える 

<1003> 

・ たし算，ひき算の見方  

<1300> 

・ たし算，ひき算の見方  

・ 10，100 をもとにする見方 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 980を２つ以上の見方（合成，

分解，相対）で捉え，数を説明

している。【思 発言・ノート】 

・ 980 以外の数も同じように多

様な見方ができると捉えること

ができるように，問題を提示し

た際に考えた数で調べ直した

り，子供自身で数直線を拡張し

て数の範囲を広げて調べたりす

るように促す。 

 

(
 

30 

分)
 

ま
と
め 

６ まとめ 

 

 

 

 

７ 振り返り 

・ 板書で振り返る 

・ 学習感想で振り返る 

 ① 前の学習と比べたりつなげたりしてよかった 

こと 

② さらに学習してみたいこと 

・ １つの数を複数の数の見方で

比較しながら捉え，多面的に説

明できたことを実感できるよう

に，壁面と板書に位置付けた共

通する数の見方を問う。 

 

ˆ 

５ 

分
˜ 

１つの数は，どんな見方ができるか考えよう。 

 １つの数は，たし算の見方，ひき算の見方，10
をもとにする見方などの，いろいろな見方ができ

る。 

手立て①同構造の展開で促す 

既習の数の見方を統合できる

ように，単元を通して活用して

きた数調べシートを用いて数直

線上で数を表したり，動作で数

の構成を表したりするように促

す。 

手立て②振り返りで価値付ける 
既習である数の見方に帰着し

て問題解決できたことを自覚で

きるように，本時で比較したこ

とと関連付けたことを板書で確

認しながら振り返りの視点を示

す。 


